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要 旨
　本論では，協調学習を取り入れたテクストの読みに焦点を当て，文法知識の
活用や定着にどの程度役立つのか，他者との学び合いが読みにどのような影響
をもたらしているのかを授業実践をもとに明らかにする。本実践はドイツ語初
級クラスの学生を対象に行ったもので，ジグソー法を用いたテクストの読みが
文法知識の活用にどう役立ったのか，文法問題とアンケート調査で得た学生の
回答を手がかりに分析・考察した。数の限られた小規模な試みではあったが，
協調学習をとおした読みの活動は，学びのプロセスにおいて学生に様々な気づ
きをもたらした。学生たちは，「読む」活動を文法事項の復習に役立つとして前
向きに取り組む一方，文法知識の定着に直結させるためにはさらなるアプロー
チが必要であることが明らかになった。他者とともに学ぶ環境に対しては充実
感や楽しさといった肯定的な反応が多く見られた一方で，グループ学習への抵
抗感といった心理的側面に課題が残された。
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₁ ．研 究 目 的
　初修外国語としてのドイツ語の授業は，ドイツ語圏の言語，文学，歴史
を学ぶ学生にとって，ドイツ語の仕組みや用法を学ぶ最初の授業として大
変重要である。なかでも文法を中心に学ぶ授業では，ドイツ語の初級文法
を一通り学習することに主眼が置かれている。学生が将来専門分野の研究
を行うにあたり，ドイツ語で書かれた専門文献や史資料から情報を得るに
は文法の知識は必要不可欠である。その意味で，文法の授業が果たす役割
は大きい。しかし，知識を得ただけで，活用する場が無ければ瞬時に忘れ
てしまう。学習者自らが様々な疑問と葛藤しながら知識を使い続けること
で，定着に結びついていく。そうした活用の場を「文法」クラスで設ける
には，どのような学習活動を展開すれば良いのだろうか。文法の授業は，
教員から学生への知識伝達が多く，得た知識を学習者自らが十分に用いる
機会が少ない。このような状況に鑑み，本稿は，協調学習1）を取り入れた
テクストの読みに着目し，文法事項の復習・定着にどの程度役立つのか，
その可能性を授業実践をもとに明らかにすることを目的とする。具体的に
は，学生のフィードバックと文法事項の理解を問う問題の解答結果をもと
に分析・考察する。
　まず次章で，テクストの読みについて協調学習をとおしてアプローチし
た先行事例を概観した後，本実践で活用したジグソー・リーディングにつ
いてその仕組みや特徴を概説する。続いて ₃章で本実践の詳細な手順を紹
介し，実践に対する学生からのフィードバックと文法の理解については ₄
章で詳述する。数の限られた小規模な取り組みではあるが，実践をとおし
て得られた読みに対する学生の反応や，文法的知識の見直しや定着の様子
を ₅章で明らかにし，初学者のドイツ語学習支援の改善・発展に向けてそ
の可能性を示したい。
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₂ ．研究と授業実践の背景
2.1　先 行 研 究
　日本におけるドイツ語教育の分野で，テクストを「読む」ことについて
協調学習をとおして取り組んだ実践例はごくわずかしかない。その中の貴
重な例として，福岡（2013）の研究が挙げられる。福岡は，文脈や論理展
開をつかむことを「読む」行為の重要な一要素と位置づけ，初級レベルと
中級レベルの学生を対象に，「段落毎に小見出しを付ける」，「内容について
の質問に答える」，「段落の順序を入れ替えたテクストを読み，適切な順序
に段落を並び替える」（福岡 2013：62）といったタスクをペアないしはグル
ープで行わせた。その結果，他者とともに読むことは学習意欲の促進につ
ながる有効的な方法であることを示した。しかし，福岡も指摘しているよ
うに，読む力の習得にどの程度効力を発揮したのかについては検証されて
いない。
　広く外国語教育に目を転じると，日本語教育の分野では協調学習による
読みの活動が多く実践されている。例えば舘岡（2005）で紹介されている
ピア・リーディングがその代表例である。ピア・リーディングとは，「学習
者同士が助け合いながら対話的に問題解決を行い，テキストを理解してい
く読みの活動」（舘岡 2005：105）である。舘岡は，英語を母語とする日本
語上級学習者 ₂名を対象に，テクストの文を交互に音読し，それについて
話し合いながら読み進めていくピア・リーディング 2）を行った結果，他の
学習者から知識や方略を学ぶことができるとともに，自己の読みを修正し
自律的な学習が可能であることを示した。さらに，ピア・リーディングの
バリエーションの ₁例としてジグソー・リーディングによる協調学習の可
能性を示している。ジグソー・リーディングとは，「読み手がそれぞれ異な
ったテキストを読み，それをジグソー・パズルを埋めるように，互いに持
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ち寄り，関連をつけながら全体の意味を構成していく読解」（舘岡 2012：61）
のことである。学習者が同一のテクストを全員で冒頭から読んでいく活動
とは違い，各自の担当箇所の内容をグループで報告する必要があるため，
自らの担当箇所の内容把握に責任を持つことになる。加えて，理解が不十
分な点は学習者同士の議論をとおして補足あるいは修正できるため，読み
を深めていくことができるというメリットがある。
　こうした協調学習は，ドイツ語のテクストを読む力を養う場面において
も積極的に取り入れられるべきではないだろうか。「読む」という行為は，
読み手が既有知識を使いながらテクストに積極的に関わっていく行為であ
る。しかし，読みのプロセスにおいて，読み手の頭の中でどのような情報
処理がなされているのか外から直接見ることはできない。読解の授業で，
テクストを事前に読んでくるように予習を課し，授業で学生に何について
書かれていたか内容を問うたり，正誤問題やタイトルの選択問題などに取
り組ませたりする。これらは内容把握の結果をチェックする方法ではある
が，読みの過程でどのような点に躓いたり，疑問を感じたりしたのかとい
う点については授業で扱われぬまま，続きを読み進めていくということに
なってはいないだろうか。そうした読みのプロセスで浮かんできた疑問や
不明点が解決されなければ，読みの習得は難しいのではないかと考える。
先のジグソー・リーディングには，テクストを読む過程で学習者同士が話
し合いながら問題点を解決する活動がある。この話し合いの部分に，読み
のプロセスで生じた疑問を外言化し，解決に促す役割がある。舘岡（2005）
の研究は，対象言語が異なっていても本研究にとって参考に値する。そこ
で，本研究は舘岡（2005）の手法を援用し，ドイツ語テクストをジグソー・
リーディングという協調学習の ₁手法をとおして読み，学習者がこれまで
学んだ文法の知識を活用あるいは定着させることができているか，そして
仲間とともに学びあう活動が「読み」にどのような影響をもたらしている
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かを分析・考察する。その上で，協調学習をとおして，文法知識の定着を
深めるテクスト読解の方法を模索する。
2.2　授業実践に向けて
2.2.1　対象としたクラス
　授業実践を行ったのは，ドイツ語圏の言語，文学，歴史などを学ぶ専攻
の ₁ 年生を対象に開講されているドイツ語の授業である3）。授業では，文
法を重視した教科書 4）を用いて初級文法を一通り学ぶ。教科書を終えた後
は，教員の裁量で様々なジャンルのテクストを読む。ドイツ語のレベルは
₁ 年次後半で CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）の A₁ もしくはドイツ語技
能検定試験の ₃級～ ₄級を受験する程度というのがおおよその目安である。
2.2.2　ジグソー・リーディング
　ジグソー・リーディングの核である「ジグソー法」とは，もともと1970
年代初頭にアメリカの社会心理学者アロンソンが人種融合政策に向けて考
案したグループ活動支援の手法である（Aronson, E./ Patnoe, S.: 2011）。ジグ
ソー法では，「ホームグループ（ジグソーグループ）」と「エキスパートグル
ープ」の ₂つが関係する。まず，テクストをホームグループ（ジグソーグル
ープ）のメンバーの数に分割し，それぞれをグループの ₁ 名ずつが受け持
ち，個人で読む。そして，同じパートの担当者同士で集まり（エキスパート
グループ），互いに相談し合いながら理解を深めていく。そして，元のホー
ムグループ（ジグソーグループ）に戻り，自分が読んだパートの内容を紹介
し，ジグソーパズルのようにテクストの全体像を互いに協力して浮かび上
がらせる。ジグソー法の流れをまとめると図 ₁のようになる。
　図 ₁はあくまでも基本形で，クラスの規模やあつかうテクスト，授業目
標等によって様々なバリエーションが現場で試されている（三宅他（2016），
舘岡（2005））。本実践は図 ₁で示した流れに則り，ジグソーグループでテク
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ストの全体像を浮かび上がらせた後，クラス全体でも改めて共有した。そ
して最後に，内容理解と文法の確認問題に取り組んだ。
₃．授 業 実 践
3.1　授業で用いたテクスト
　授業では，CIDEB 社から出ている多読用教材シリーズ（LESEN UND 
ÜBEN）5）の中から，E. T. A. Hoffmann の Der Nussknacker（くるみ割り人形）
を読むことにした。本テクストを選んだ理由は ₂つある。 ₁つはドイツ文
学の名作が，A₁ レベル向けに読みやすく加工された形で読むことができる
という点である。全 ₆ 章からなり， ₁ 章あたり A₅ 版 ₅ ページの分量に収
められている。これには，難しい語句の注釈，各場面を表す美しい挿絵も
１.
２.
３.
ホームグループ（ジグソーグループ）
（個人読解）
Text A
エキスパ トーグループ
（Text A）
Text A
Text C
Text B
エキスパ トーグループ
（Text C）
Text C
エキスパ トーグループ
（Text B）
Text B
Text A
Text C
Text B
ホームグループ（ジグソーグループ）
図 ₁　ジグソー法の流れ
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複数含まれており，内容理解の手助けとして活用できる。 ₂つ目の理由は，
レベルに合った文法事項が本文に盛り込まれているため，読みの中で初級
文法の知識を復習することができるという点である。A ₁ レベルの場合，主
に動詞の現在人称変化，名詞，人称代名詞，所有代名詞，定・不定冠詞，
₃・ ₄格支配の前置詞，助動詞，分離動詞，並列の接続詞，命令法，不定
代名詞 man，基数などが網羅されており，初級文法の基礎の見直しに適し
ている6）。さらに，復習用に活用したものが，本文で繰り返し出てきた文
法事項の確認問題と内容理解を問う問題である7）。本実践には ₅ 回分の授
業時間をあて，第 ₁章から第 ₄章まで読み進めた。
3.2　実践の手順
　本節では，テクスト（Der Nussknacker）を授業でどのように読み進めたの
か，その手順を述べる。テクストはあらかじめ学生に配布し，次回の授業
で読む範囲はあらかじめ読んでくるよう予習を課した。 ₁回の授業の流れ
を示したものが表 ₁である。
表 ₁　読みの実施手順
（₁）授業の流れについての説明
（₂）本文の音読
（₃）ジグソーグループ作り，担当箇所のテクスト割り当て
（₄）個人読解
（₅） エキスパートグループによる読解 
確認リストのチェック
（₆）ジグソーグループによる読解
（₇）クラス全体での確認
（₈）内容理解と文法に関する問題解答，答え合わせ
　最初に，授業の流れを簡単に説明した後，付属の音声 CD を聞きながら
音読する。本文の全体像を把握するためである。そして，ジグソー法によ
る読みを行っていく（表 ₁（₃）～（₆））。最初に ₄ 名 ₁ 組のジグソーグループ
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を作らせ8），あらかじめ教員が ₄ 分割したテクストを誰が担当するか決め
る。自分の担当箇所が決まったら，個人で本文を読み，内容を確認する（ ₅
～ ₇ 分程度）。この際，訳出は原則しない。そして，自分の理解を確認する
ために，エキスパートグループで集まり，同じ担当箇所の者同士で何につ
いて書かれていたかを報告する。その際，内容確認の進め方の指針として，
図 ₂に示した確認リストを教員側で用意し，グループごとに配布した。
Ⅰ．Was sind in den roten Schachteln?
↪ - Was tragen sie?
- Sind sie groß oder klein?
- Wie sehen sie aus?
【内容】
Ⅱ．Was machen die Puppen, wenn Onkel Drosselmeyer den Schlüssel
auf dem Puppenrücken dreht?
Ⅲ．Hat Onkel Drosselmeyer andere Geschenke? Was ist das?
Ⅳ．Suchen Sie bitte drei trennbare Verben1!     1: z.B. an|blicken
【文法】
Ⅴ．Suchen Sie bitte fünf lokale Präpositionen2!   2: z.B. auf, vor ...
何？（Was?）
何？（Was?）
何？（Was?）
どのように（Wie? ）
図 ₂　確認リスト例（第 ₂章の場合）
　まず確認することは，物語の主人公をめぐる主な出来事，すなわち「何」
（Was?）（図 ₂ Ⅰ．～Ⅲ．）である。物語の大筋を掴むためである。そして，注
目すべき文法事項（図 ₂Ⅳ．～Ⅴ．）をチェックする。本文で何度もフォーカ
スされている文法に注目し，用法を学ぶためである。この確認リストを見
ながらグループで確認し合った（15分程度）。この間教員は各グループを回
り，話し合いが停滞していたり，質問が出た場合には適宜サポートに入っ
た。回数を重ねるうちに，確認リスト以外の点についてもグループでチェ
― 9 ―
 文法知識の活用を目指してドイツ語テクストを読む
ックしたいという要望が寄せられたため，時間の許す範囲内で認めた。そ
して元のジグソーグループに戻り， ₁つ目のテクストの担当者から順に本
文を音読し，あらすじと注目すべき文法事項をグループのメンバーに報告
する（25～30分程度）。グループでの確認が終わった後は，クラス全体でも
あらすじなどを確認した。最後は，付属の設問を解いて，内容理解と文法
の最終確認を行った。以上の手順で， ₁回の授業で ₁章分読み進めていっ
た。ただし，本文の長さやグループ学習の進捗状況によって，適宜時間配
分を調節した。
　以上のようなテクストと手順に従って進めた結果，学生がどのようなこ
とを考え，発見したのか，アンケートと試験問題の記述を手がかりに次章
で詳しく見ていくことにする。
₄．結果と考察
4.1　アンケートに見られる学生の反応
4.1.1　テクストの読みと文法の確認
　学期末に，無記名の質問紙（後掲の資料 ₁）を用いてテクストを読むこと
が文法復習にどの程度役立っているか，テクストの題材や内容確認の仕方
も含めてアンケートを行った。質問紙は ₈問12項目からなり， ₁問の自由
記述を含む。50名の学生から回答を得た。
　まず，ドイツ語の物語や説明文を読むことが，教科書で学んだ文法の復
習として役立ったか尋ねた結果，図 ₃ のように50名中33名（66％）が「と
ても役立っている」と回答し，「まあまあ役立っている」の14名（28％）と
合わせると全体の94％にのぼる。「全く役立っていない」や「あまり役立っ
ていない」と回答した者はいなかった。
　授業であつかった題材（Der Nussknacker）についての印象も尋ねた（図 ₄）。
50名中16名（32％）が「とても楽しい」，32名（64％）が「まあまあ楽しい」
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と答え，全体の96％を占める。これらの結果から，ドイツ語のテクストを
読むことは既有の文法知識を再確認するには有益だと受け止められたこと
がわかる。題材に関しては，多少なりとも学生に馴染みのある作品であっ
たからだろう9）。
　次に，確認リスト（3.2参照）について尋ねた。リストが〈物語の内容把
握〉と〈文法事項の確認〉に役立ったかどうか尋ねた結果，図 ₅，図 ₆の
ような回答を得た。
とても役立った
44％
 どちらとも
いえない
6％  
まあまあ
役立った
50％
図 ₅　物語の展開把握
とても役立った
51％
どちらとも
いえない
　16％
まあまあ
役立った
33％
図 ₆　文法事項の確認
　物語の展開を把握するには，「とても役立った」「まあまあ役立った」の
①とても役立っている
66％
③どちらとも
いえない
6％
②まあまあ
役立っている
28％
①とても楽しい
32％
③どちらとも
いえない
2％　
④少しつまら
ない
　　2％
②まあまあ楽しい
64％
図 ₃　 物語や説明文を読むことが文
法の復習に役立っているか
図 ₄　 題材の Der Nussknacker に対す
る印象
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合計が94％を占めており，主要な人物や出来事を理解する上で参考になっ
た様子がうかがえる。文法事項の確認には，「とても役立った」「まあまあ
役立った」の合計が84％を占め，大半の学生が役立ったと感じているもの
の，「どちらともいえない」という学生も ₂割弱いる。授業では，該当する
単語を探し，文中での意味を互いに確認し合う様子が毎回観察されたが，
付属の文法問題と組み合わせるなど，工夫が求められる。
4.1.2　ジグソー法を用いた読みについて
　ジグソー法による読みに対して，学生がどのような印象を持ったのか以
下に紹介する。まず，ジグソー法をそもそも経験したことがあるか尋ねた
ところ，50名中37名（74％）が「経験無し」と答え，「経験有り」と答えた
学生は13名（26％）10）であった。大多数の学生が今回初めて経験したという
ことだ。
　ジグソー・リーディングの ₄つのステップ（ ₁．ジグソーグループ作り，₂．
担当箇所の個人読解， ₃．エキスパートグループでの内容確認， ₄．ジグソーグル
ープでの内容報告）に対する印象は，図 ₇ ～10の通りである。印象の選択肢
は，「その他」も入れて全部で10種類あり，あてはまるもの全てを選ぶ複数
回答式とした。
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図 ₇　ジグソーグループ作り 図 ₈　担当箇所の内容把握
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　最初に ₄ 名 ₁ 組のジグソーグループを作る段階では，「特に何も感じな
い」学生が最も多く， ₂番目の「楽しい」も合わせると，グループ作りに
おいては概ね問題は無いように思われる（図 ₇）。しかし，中には「緊張す
る」という学生も存在する。一緒に組むメンバーとの人間関係，グループ
作業それ自体への抵抗感など，理由は様々あろう。グループ分けに際して
は，状況をその都度見ながら細心の注意を払う必要がある。
　 ₂段階目として，自分の担当箇所の内容確認では，「集中する」という学
生が最も多い（図 ₈）。後々，ジグソーグループのメンバーに向けて，担当
箇所の内容を報告する責任があることから，その緊張感の影響も考えられ
る。「難しく感じる時もあるが充実感がある」や「楽しい」と感じる学生も
比較的多く，ポジティブな印象を持っている様子がうかがえる。一方で，
「難しい」あるいは「不安になる」と感じる学生もいる。自らの理解が曖昧
な点やわからない箇所に対して，難しさや不安を抱えながら取り組んでい
るのではないかと考える。
　 ₃段階目に，エキスパートグループで集まり内容確認を行う際には，全
体の約半数にあたる22名が「難しく感じる時もあるが充実感がある」と回
答しており，最も多い（図 ₉）。エキスパートグループ内で仲間と互いに確
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図 ₉　エキスパ トーグル プーでの内容確認 図10　ジグソーグループでの内容報告
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認しあうことによって，自らの理解を再確認あるいは修正，補足すること
ができ，担当箇所の理解を確かなものにできるという充実感を得られてい
る様子がうかがえる。一方で，不安や緊張，混乱等を感じる者もいる。教
員の的確なサポートが必要である。
　最終的に元のジグソーグループに戻って，自分の担当箇所の内容を報告
する段階になると，充実感や楽しさを覚える学生が多い（図10）。物語の全
体像が見えることで，理解がさらに深まり，作品の面白さに気付くのかも
しれない。
　以上，単純集計ではあるが，ジグソー・リーディングに対する学生の印
象を見てきた。
続いて，自由記述に記されたコメントから，本実践に対し学生がどのよう
なことを感じたのか明らかにする。
4.1.3　授業に対する学生のコメント
　質問紙の最後に， ₁年間の授業をとおしての感想や要望，ジグソー・リ
ーディングに対する意見を自由に記述できる箇所を設けた。50名中22名か
ら回答を得た。以下， ₁．ジグソー法による読み， ₂．ドイツ語のテクスト
を読むこと，₃．語彙の復習・強化の ₃項目に分けて，記述内容の一部を紹
介する。
〈 ₁．ジグソー法による読みについて〉
a. 他の自分と同じ所を読む人と情報は（ママ）交換できたことであいまい
ではなくしっかり内容を確認できた。
b. 自分 ₁人だと，できないだろうと思う部分も，₄人グループでできたの
で良かったです。
c. グループワークの方が頭に入りやすく私は好きでした。
d. ジグソー法は難しかったが，面白かったです。
― 14 ―
e. このような方法は初めてでしたが，理解を深めるのにいいと思いまし
た。しかし，自分の担当箇所は理解が深まるものの，他のパートはいそ
いで確認したりするので，物足りない気もしました。
f. もう少し文章を短くして全員同じ範囲に取り組む方がよいと思った。
g. やってない人がいると結局やっている人が全部答えることになる。ただ
毎回違うメンバーとできるという点はいいと思った。
h. 人見知りにはキツイ。
　最も多くコメントが寄せられたのは，ジグソー法についてであった。a.～
c. は，グループワークの良さについて述べている。自分 ₁ 人では解決が難
しい問題も，仲間と学びあうことで解決に至り，達成感あるいは満足感を
得ることができる点を評価したのではないだろうか。また，d. のように方
法の難しさと楽しさの両方を見いだした者もいた。
　一方で，グループワークの難点についてもいくつかの指摘が見られる。
₁ つは，時間配分である（e. ，f.）。e. は，自分の担当箇所とそうでない箇
所の内容理解や確認に物足りなさを感じている。今回の実践では，自分の
担当箇所については個人に加え仲間とも確認できる場を設けたが，担当外
の箇所についてはジグソーグループで報告を聞く時とクラス全体で共有す
る時のみであった。f. が指摘している分量の調整も，時間的な問題ゆえに
示された打開策と考えることもできる。 ₁回の授業で読むテクストの分量，
個人ないしはグループ作業の進捗状況をより慎重に観察することで，時間
配分を工夫する必要がある。もう ₁つの難点は，個人の準備不足がグルー
プに悪影響をもたらすという点である（g.）。単なるドイツ語力の問題では
なく，グループ学習に対する億劫さや仲間との信頼関係といった点とも関
わろう。h. の指摘も含めて，他者との協調学習に対する心理的側面にも十
分配慮しなければならない。
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〈 ₂．ドイツ語のテクストを読むこと〉
i. 11月までは文法がメインでしたが，12月以降読むこともメインとなり，
ドイツ語で少しずつ読めるようになってきたと感じるようになり，嬉し
さと楽しさでいっぱいでした。
j. これからもいろいろと物語を読んでみたいです。
　i.と j.の記述には，読むことに対する気づきが述べられている。特に i.は，
₁ 年間の授業を振り返りながら，自らの成長を実感しているのがわかる。
背景には，それまで時間をかけて学んできた文法を，読みの場において効
果的に活用あるいは再確認することができたからこそ，「少しずつ読めるよ
うになってきた」という成長につながったのではないだろうか。
〈 ₃．語彙の復習・強化について〉
k. ドイツ語の本で，イディオムを覚えられたのは，普通の暗記よりも覚え
やすいと思いました☺
l. 何度も同じ単語が出てきたりして覚えやすかった。
m. まだわからない単語ばかりで，辞書がないと本文を読めないのでテスト
が不安です。
　k.～m. は単語や表現についての気づきを述べている。k. の場合，「普通
4 4
の
4
暗記」が具体的にどのような暗記を指すのか判断しかねるが，「ドイツ語
の本で」と前置きをしていることから，イディオムは文脈の有無によって
覚えやすさに違いがあるという一種の学習ストラテジーを見つけたのでは
ないかと考える。ポジティブに捉えていることが，文末のスマイルマーク
からも読み取れる。l. は，同じ単語の繰り返しが効果的とみている。一方
で，m. のように，語彙力の未熟さを実感している学生も見受けられる。
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　以上，ドイツ語テクストを読む学習について，学生のフィードバックを
複数の観点から見てきた。こうした学習をとおして，初級文法の知識をど
の程度復習し定着させることができたのか次節で見ていくことにする。
4.2　文法事項の確認
　文法の復習項目として，授業では命令法， ₃・ ₄格支配の前置詞や現在
完了など様々なものを取りあげたが，本稿では紙幅の都合上，分離動詞に
注目し，学生の理解について述べる。授業で読んだ第 ₁章から第 ₄章には，
表 ₂に示すように分離動詞が多く用いられていた。anschauen（～を見る，見
つめる），aussehen（～のように見える），anfangen（～を始める，始まる），
aufmachen（～を開ける），anhaben（～を身に付けている），aufstehen（起きる，
立ち上がる），zuschauen（～を注意深く眺める，見守る）に関しては複数回出
現していた。
表 ₂　Der Nussknacker の第 ₁章から第 ₄章までに見られる分離動詞
Kapitel 1 Kapitel 2 Kapitel 3 Kapitel 4
・anschauen（ ₆回） ・anblicken ・anführen ・ansehen
・teilnehmen ・anfangen（ ₃回） ・anziehen ・aufpassen
・zulächeln ・anhaben（ ₂回） ・aufstehen（ ₂回） ・aussprechen
・aufhören ・nachdenken ・umschauen
・aufmachen（ ₃回） ・umdrehen
・auspacken ・zuhalten
・aussehen（ ₄回） ・zulaufen
・festhalten
・herausnehmen
・zuschauen（ ₂回）
　注：括弧内の回数は全 ₄章をとおしての出現回数を表す
　これらの分離動詞から，動詞の意味・用法が理解できているか学期末の
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試験で確認することにした。対象とした分離動詞は，特に出現回数が多か
った anschauen, aussehen, anfangen と，anziehen, aufstehen, auspacken, 
umdrehen である。問題 A と B（ ₂クラス54名分）がその内容である。
〈問題 A〉
語群から選び，適切な形にして括弧に入れなさい。（現在時制）
anschauen auspacken aussehen anfangen aufstehen
（₁） Fritz （packt） sein Geschenk （aus） und findet zwanzig Spielzeugsoldaten.
（₂）  Der König und die Mäuse （fangen） （an）, den Weihnachtskuchen zu essen.
（₃） Zwei große Puppen （sehen） wie richtige Menschen （aus） !
（₄） Der Nussknacker （steht） schnell （auf）. ［起きあがる］
（₅） Onkel Drosselmeyer （schaut） Clara, Fritz und die anderen Kinder （an）.
〈問題 B〉
語群から選び，適切な形にして括弧に入れなさい。（現在時制）
anziehen auspacken aussehen anfangen umdrehen aufstehen
（₁） Zwei große Puppen （sehen） wie richtige Menschen （aus） !
（₂） Der König und die Mäuse （fangen） （an）, den Weihnachtskuchen zu essen.
（₃） Fritz （packt） das Geschenk （aus） und findet zwanzig Spielzeugsoldaten.
（₄） Clara （steht） （auf） und （zieht） ihre Hausschuhe （an）.
  　 ［起きあがる］
（₅） Clara hört ein Geräusch hinter sich und （dreht） sich （um）.
　問題A, Bともに，文意に合う分離動詞を選択肢から選び，適切な形にし
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て文中の括弧に入れるという形式である。A, B共通の分離動詞は，anfangen, 
aussehen, auspacken, aufstehenの ₄つである（（₁）～（₄））。なお，aufstehen
に関しては分離動詞の代表格ともいえる最重要動詞と判断し，確実に意味
を理解しているか確認すべく，［起きあがる］と日本語で意味を付した。学
生の解答結果は表 ₃の通りである。
表 ₃　分離動詞の問題の解答結果
正解
不正解
基礎動詞の現在
人称変化の誤り
同じ前つづりの
動詞との混同
その他の原因に
よる誤り
【A・B共通出題の分離動詞】
aufstehen 49 ₂ ₀ ₃
auspacken 42 ₁ ₄ ₇
aussehen 34 ₃ ₇ 10
anfangen 34 ₆ ₆ ₈
【AあるいはBのみ出題の分離動詞】
anschauen 15 ₄ ₂ ₆
anziehen 11 ₀ ₂ 13
umdrehen 11 ₁ ₀ 15
　最も正答率が高かったのは，aufstehen で54名中49名（91％）が正解して
いた。日本語の意味が提示されていたことで解きやすかったということと，
文法だけでなくコミュニケーションの授業や教科書でも度々現れ，学生に
は「馴染みのある」動詞として十分に理解されていたからではないかと考
える。次いで auspacken の正解者が42名（71％），aussehen と anfangen が
それぞれ34名（63％）であった。このうち，aussehen は ₄ 回，anfangen は
₃回もテクストに現れていたにもかかわらず，約 ₃割の学生が不正解だっ
た。解答を見ると，₁．分離動詞の意味は把握できているが，基礎動詞の人
称変化に誤りがあるケース，₂．同じ前つづりを持つ別の分離動詞と混同し
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ているケース，₃．単語の意味が覚えられていないケースの ₃つの誤りパタ
ーンが見られた。
　 ₁ つ目の基礎動詞の人称変化は， ₁ 格主語の数と関係する。Der König 
und die Mäuse fangen an, den Weihnachtskuchen zu essen.（問題 A/B（₂））の ₁
格主語Der König und die Mäuseは，王子と複数のネズミたちを表す。その
ため定動詞は fangen となるが，fängt という解答が多く見られた。これは
₃人称単数主語の場合の形であることから，主語を単数と誤って判断して
いることがわかる。aussehen を問うた Zwei große Puppen sehen wie richtige 
Menschen aus !（問題A/B（₁））についても，₁格主語 Zwei große Puppenの数
は複数である。Zweiという数詞や人形を意味する e.Puppeの複数形Puppen
から判断できる。動詞の人称変化は sehen となるが，sieht のように ₃人称
単数主語と判断した解答がわずかながら見受けられた。
　 ₂つ目の同じ前つづりを持つ別の分離動詞と混同しているケースについ
ては，〈auspackenと aussehen〉，〈anfangenと anschauen〉のペアに関係す
る。auspackenは ₄格目的語の das Geschenk（贈り物）とのコロケーション
を，aussehen は接続詞 wie（～のように）とのつながりを把握していれば正
解に辿り着ける。しかし，Zwei große Puppen packen wie richtige Menschen 
aus! や Fritz sieht sein Geschenk aus というように，同じ前つづりを持つ別
の分離動詞と混同している学生がいた。各々の分離動詞の意味とコロケー
ションを整理して頭に入れておく必要があろう。
　 ₃つ目の単語の意味を覚えられていないケースは，分離動詞の意味を根
本的に理解していないか，解答をあきらめたと思われる。
　その他の分離動詞（anschauen，anziehen，umdrehen）の正答率については，
anschauen が56％という結果で，出現回数が最も多い分離動詞であったに
もかかわらず正答率は高くない。anziehen, umdrehen については，出現回
数がわずか ₁度の低頻出単語であったことが正答率の低さ（共に41％）につ
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ながったのかもしれない。
　以上，分離動詞を例に，学生の理解を見てきた。本実践の結果に見る限
り，過半数以上の学生が個々の分離動詞の意味と用法を理解していたが，
同じ前つづりを持つ分離動詞の使い分けや，定動詞と ₁格主語の数との一
致に不十分さがあることを確認した。出題形式が若干異なった部分の影響
も考慮すべきだが，学生がこれまでの学習をとおして築きあげつつある文
法体系の一端を垣間見ることができたと考える。
₅．まとめと展望
　本稿では，ジグソー法を用いたテクストの読みをとおして，学生がこれ
までに学んだ文法の知識を活用・定着させることができているか，他者と
の学び合いが「読み」にどのような影響をもたらしているのかということ
を，学生からのフィードバックと文法の理解を問う問題の解答をもとに分
析・考察してきた。本実践はドイツ語圏の言語，文学，歴史などを学ぶ専
攻の学部 ₁年生を対象に行ったもので，まとまった量のドイツ語テクスト
を読むのは，学生たちにとってほとんど初めてに近い経験であった。限ら
れたデータ数に基づくものであるが，アンケートで得た回答に見る限り，
読みの経験を積む「初めの一歩」としての試みを，学生は前向きに受け入
れて取り組んでいた。同時に，学生のドイツ語レベルに対応したテクスト
を用いることで，基礎的な文法事項の復習にも役立つと捉えていた。それ
まで時間をかけて学んだ語彙・文法が文脈の中でどのように用いられてい
るか，その用法を知る機会を提供できたという点でも意義ある実践だった
と考える。但し，文法知識の定着に直結したかというと，読みや単語の確
認，問題演習等だけでは不十分であることが判明した。質・量共にアプロ
ーチの仕方を考えなければならない。一方，協調学習の要素を取り入れた
学習方法については，多くの学生が仲間とともに議論しながら問題を解決
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し，新たな知を構築していくプロセスに充実感や楽しさを抱いていた。し
かし，協調学習に対する抵抗感も一部に垣間見られた。教師主導の学びで
はなく，学習者主体の学びが生まれる環境を整えるべく本実践を試みたが，
グループ学習に対する消極性や抵抗感といった心理的側面への対応策が必
要であることも明らかになった。個人学習とグループ学習のメリット・デ
メリットを補完する方法が求められよう。
　今回の実践に携わった学生たちは，今後，専門分野の研究においてドイ
ツ語で書かれた文献に接する機会が増え，ますます読む力が求められる。
そのためには，ドイツ語で書かれた様々なジャンルのテクストに触れる機
会を増やすことが重要である。今回は，学生に比較的馴染みのある物語作
品 ₁つであったが，絵本や児童文学，漫画など異なるジャンルのテクスト
を複数読む「多読」の試みも実際になされている（吉村他 2008）。多読の教
育的効果は，英語教育や日本語教育分野で多くの実践報告から指摘されて
いる（津田塾大学言語文化研究所読解研究グループ 2002，粟野他 2012）。さらに，
ある ₁つの共通テーマに関わるテクストを複数用意し，グループ単位でテ
クストの内容を持ち寄り，全体で共有することによってプロジェクト学習
へと発展させることも可能だろう。テクストジャンルや文章の長さ，テク
ストの語彙・文法レベルを総合的に勘案して，実践の可能性を探っていき
たい。また同時に，読みにおいては，トップダウン式の読み（テクストの形
式や内容に関するスキーマを活用して予測しながら，テクストの全体像を捉えよう
とする）とボトムアップ式の読み（文字や単語の小さな言語単位の理解を経て句，
文，文章のより大きな言語単位の内容を理解しようとする）の双方が存在し，相
補的な関係にあることも忘れてはならない。西出（2017）では，読みのプ
ロセスについて，マクロ構造と言語指標を読みとり，要約文を作成する中
で観察される特徴をもとに論じている。初学者であっても，テクストの内
容理解を目指す上で，読みのストラテジーを学習者が多くの場面で見いだ
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し，自ら応用できるよう，そして何よりもテクストが読めるという達成感
を味わうことができるよう，本実践で得た知見を足がかりに今後の実践・
研究を発展させていきたい。
注
₁） ここでいう協調学習とは，複数の学習者が相互補完的な関係の中で知識構
築や問題解決を行う，すなわち学び合うことを意味する（森：2011）。
₂） 舘岡は，このピア・リーディングを「読みの過程」と「仲間と共に読むこ
と」の ₂点を含む「狭義のピア・リーディング」と位置付けている。後述す
るジグソー・リーディングは，読みの過程に限らず，むしろ，互いの情報を
紡ぎ合わせて ₁つのストーリーを作る「産出（創造）の過程」を共有する意
味で「広義のピア・リーディング」と位置付けている（舘岡 2005：131ff.）。
₃） 中央大学文学部ドイツ語文学文化専攻の学生諸氏の協力を得た。深く感謝
申し上げます。
₄） 森公成・渡辺広佐『クヴェレ・ドイツ文法（新訂版）』同学社，2017年。
₅） https://www.blackcat-cideb.com/uploads/2019/01/ZZDEUT19E_Cat_
Estero_BC-CID_-DEUTSCH_Lres_SC-1.pdf（2019年 ₃ 月25日最終確認）。
₆） レベル毎の文法事項がリストアップされた表が2018年版のオンラインカタ
ログには掲載されていたが，最新の2019年版では削除されている。
₇） 本自体には，これらの他に，発音や聞きとり，作文用の練習問題に加えて，
作品に関する周辺事情（原作者やドイツの地誌など）のテクストも掲載され
ている。
₈） グループ分けは学生の裁量に任せた。毎回メンバーを変えるランダムなグ
ルーピングも今後検討している。
₉） 他の講義科目でホフマンの『砂男』を読んだ経験から，本題材の『くるみ
割り人形』にも関心を持ったという学生も一部にいた。
10） ジグソー法を経験したことがある場合，どこで経験したかを尋ねたところ，
「高校の英語の授業」（ ₆名），「高校の社会」（ ₂名），「世界史」（ ₁名），「古
典」（ ₁名），その他（ ₃名）という回答を得た。
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 文法知識の活用を目指してドイツ語テクストを読む
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資料 ₁
（₁） ジグソー法を使った読みの活動をこれまでに経験したことはありますか？
 ₁ ．ない
 ₂ ．ある
 　　　⇒ある場合は，どこの何の授業で経験しましたか？
 　　　　（ ）
（₂） 予習または復習をしましたか？
 ₁ ．いつもしていた
 ₂ ．する時もあった
 ₃ ．全くしなかった
（₃）  （₂）で「いつもしていた」，「する時もあった」と答えた方に伺います。具体的
に何をしましたか？ 当てはまるものすべてに〇をつけてください。
 ₁ ．音読した。
 ₂ ．独和辞典などで単語を調べた。
 ₃ ．教科書やノート，配布したプリントを見直した。
 ₄ ．部分的に和訳した。
 ₅ ．全文和訳した。
 ₆ ．その他（ ）
（₄）  ジグソー法の ₄つの段階において，どのような印象を受けましたか？ 当ては
まる番号を全て下線部に書いてください。
 ₁ ．楽しい ₂ ．特に何も感じない ₃ ．難しい
 ₄ ． 難しく感じる時もあるが，（他の人と話し合うことで，自分の理解を再確
認，修正することができるなど），充実感がある。
 ₅ ．不安になる ₆ ．混乱する ₇ ．つまらない
 ₈ ．集中する ₉ ．緊張する 10．その他（　　　　　　　）
　 ₁．【 ₄人以上のグループ作り】の段階  
　 ₂．【担当箇所の内容把握】の段階  
　 ₃．【同じ担当箇所の人と情報交換】の段階　 
　 ₄．【元の ₄人グループに戻って章全体と担当箇所の音読と内容把握】の段階
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（₅）  同じ担当箇所のメンバーと音読，情報共有をする際に配られた質問リストは，
以下のア），イ）の ₂点において役立ちましたか？
 ア）物語の展開を把握する際に ₁ ．とても役立った
  ₂ ．まあまあ役立った
  ₃ ．どちらともいえない
  ₄ ．あまり役立たなかった
  ₅ ．全く役立たなかった
 イ）文法事項を確認する際に ₁ ．とても役立った
 　　（例：分離動詞，命令文など） ₂ ．まあまあ役立った
  ₃ ．どちらともいえない
  ₄ ．あまり役立たなかった
  ₅ ．全く役立たなかった
（₆） 物語の題材（Der Nussknacker）についてどのような印象を受けましたか？
 ₁ ．とても楽しい
 ₂ ．まあまあ楽しい
 ₃ ．どちらともいえない
 ₄ ．少しつまらない
 ₅ ．とてもつまらない
（₇）  ドイツ語で書かれた物語や説明文を読むことは，教科書で学んだ文法事項を復
習することに役立っていますか？
 ₁ ．とても役立っている
 ₂ ．まあまあ役立っている
 ₃ ．どちらともいえない
 ₄ ．あまり役立っていない
 ₅ ．全く役立たっていない
（₈） その他，授業に対する意見や要望，メッセージなど自由にお書きください。
 ジグソー法を使った読みについての意見でも構いません。
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました。

